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本
県
を
訪
れ
る
人
の
約
九
八
％
の
人
が

空
港
を
利
用
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
那
覇

空
港
は
、
年
間
約
一
、
二
五
〇
万
人
の
人

が
利
用
（
平
成
十
五
年
現
在
）
す
る
沖
縄

の
玄
関
口
で
す
。
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
ば
か

り
で
は
な
く
、
生
活
物
資
の
輸
送
な
ど
県

民
の
日
常
生
活
に
も
非
常
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
重
要
な
空
港
で
す
。

こ
の
よ
う
に
需
要
の
高
い
那
覇
空
港
に

対
し
、
平
成
十
四
年
十
二
月
、
国
の
交
通

政
策
審
議
会
は
、「
将
来
的
に
需
給
が
逼

迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
総
合
的
な
調

査
が
必
要
で
あ
る
」
と
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
国

と
県
で
は
「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」

を
実
施
し
、
将
来
の
需
要
増
大
に
伴
う
利
用

者
の
利
便
性
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）
を
導
入
し
、
県
民

の
み
な
さ
ま
に
積
極
的
に
情
報
を
提
供
し

て
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

那
覇
空
港
の
将
来
は
非
常
に
重
要
な
問

題
で
、
み
な
さ
ま
の
協
力
が
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
Ｐ
Ｉ
に

積
極
的
に
参
加
し
、
幅
広
い
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

一
般
的
に
は
、
政
策
決
定
や
公
共
事
業
の
計

画
策
定
に
お
い
て
、
国
民
や
地
元
住
民
が
意
見

を
表
明
で
き
る
場
を
設
け
、
そ
の
意
見
を
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
言
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｉ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）
と
は
？

那
覇
空
港
の
概
要

種
別
…
第
二
種
空
港

敷
地
面
積
…
三
二
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

滑
走
路
（
長
さ
×
幅
）
…

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
×
四
五
メ
ー
ト
ル

運
用
・
利
用
時
間
…
二
十
四
時
間

〔
国
内
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
〕

分
散
立
地
し
て
い
た
旧
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
集

約
化
と
増
大
す
る
航
空
需
要
に
対
応
す
る
た
め
整

備
を
行
い
、
平
成
十
一
年
に
供
用
開
始

〔
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
〕

航
空
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
施
設
が
狭
く
な
っ

た
た
め
、
整
備
を
行
い
、
昭
和
六
十
一
年
に
供
用

開
始

〔
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
〕

供
用
開
始
か
ら
数
回
の
増
築
整
備
が
行
わ
れ
、

現
在
は
六
棟
を
使
用

〔
航
空
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
〕

那
覇
空
港
の
航
空
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
本

土
・
台
湾
の
定
期
便
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
本
土
復

帰
時
に
一
五
路
線
、
そ
の
後
は
本
土
便
を
中
心
に

拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
線
…
三
一
路
線
・
三
〇
都
市

県
外
路
線
…
二
三
路
線

県
内
路
線
…
八
路
線

国
際
線
…
四
路
線
・
四
都
市

台
湾
（
台
北
　
中
華
航
空

毎
日
二
便
）

中
国
（
上
海
　
中
国
東
方
航
空

毎
日
一
便
）

フ
ィ
リ
ピ
ン

（
マ
ニ
ラ
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
空

週
四
便
）

韓
国
（
ソ
ウ
ル
　
ア
シ
ア
ナ
航
空

週
三
便
）

〔
路
線
・
便
数
は
平
成
十
六
年
現
在
〕

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」
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那
覇
空
港
は
、
年
間
の
離
着
陸
回
数
が

十
一
万
回
を
超
え
ま
す
。
ま
た
、
一
日
当

た
り
の
平
均
運
行
便
数
は
二
百
三
十
一

便
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の
十
一
時
台
は
運
行

便
数
が
三
十
便
を
超
え
る
な
ど
、
国
内
で

も
利
用
頻
度
の
高
い
空
港
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

那
覇
空
港
の
利
用
客
数
は
、
本
土
復
帰

後
か
ら
順
調
に
増
加
し
、
年
間
一
、
二
五

〇
万
人
（
平
成
十
五
年
現
在
）
に
達
し
て

い
ま
す
。
同
時
多
発
テ
ロ
の
影
響
で
、
旅

客
数
は
一
時
的
に
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

沖
縄
ブ
ー
ム
も
相
ま
っ
て
今
後
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
観
光
客
数
の
約
九
八
％

が
空
路
に
よ
る
訪
問
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
観
光
立
県
で
あ
る
本
県
に
と
っ
て
、

那
覇
空
港
は
重
要
な
社
会
基
盤
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
那
覇
空
港
の
利
用
は
夏
場

の
ピ
ー
ク
時
に
多
く
集
中
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
近
年
で
は
、
地
元
観
光
や
リ

ゾ
ー
ト
業
界
の
オ
フ
時
期
へ
の
誘
客
活

動
、
ま
た
、
航
空
業
界
の
割
引
運
賃
制
度

に
よ
り
オ
フ
時
期
へ
の
誘
客
が
進
み
、
年

間
を
通
じ
て
入
域
観
光
客
数
が
平
準
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

来
県
さ
れ
る
方
は
、
午
前
十
一
時
台
に

那
覇
空
港
へ
到
着
し
、
午
後
四
時
台
に
那

覇
空
港
を
出
発
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
現
在
ピ
ー
ク
時
間
帯
で
あ
る

観光客の需要の推移

観光客訪問時期の推移

昭
和
十
一
年
の
福
岡
〜
那
覇

〜
台
湾
の
航
空
路
線
か
ら
始
ま

っ
た
国
際
線
。
現
在
で
は
、
台

北
、
マ
ニ
ラ
、
上
海
、
ソ
ウ
ル

の
四
都
市
と
空
路
を
結
ん
で
い

ま
す
。

本
県
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
、
国
際

会
議
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
サ
ミ
ッ

ト
に
始
ま
り
、
今
年
四
月
に
は
、

米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｄ
Ｂ
）
年

次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
恩
納
村
に
は
将
来
、
世
界

最
高
水
準
の
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
の
開
学
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
沖
縄
の
玄
関
口
と
し

て
那
覇
空
港
の
役
割
は
い
っ
そ

う
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

今後も高まる
那覇空港の需要
今後も高まる
那覇空港の需要

十
一
時
台
の
運
航
数
は
三
十
回
と
、
滑
走

路
機
能
の
ほ
ぼ
限
界
に
近
い
利
用
と
な
っ

て
い
ま
す
。

出
発
・
到
着
時
間
と
も
に
、
現
状
と
ニ

ー
ズ
の
差
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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県民の温かいもてなしでIDB沖縄総会を成功させよう県民の温かいもてなしでIDB沖縄総会を成功させよう



調査の進め方

Ｐ
Ｉ
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
国
土
交

通
省
大
阪
航
空
局
と
沖
縄
総
合
事
務
局
、

そ
し
て
沖
縄
県
の
三
者
で
「
那
覇
空
港
調

査
連
絡
調
整
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
が
窓
口
と
な
り
、
み
な
さ
ま
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Ｑ

Ｑ

Ｐ
Ｉ
に
は
ど
う
や
っ
て

参
加
す
る
の
？

那覇空港の将来について考える ＰＩにご協力お願いします
～那覇空港の総合的な調査に

パブリック・インボルブメント

ど
こ
が
ど
ん
な
役
割
で

実
施
す
る
の
？

平成14年12月� 「 那覇空港の総合的な調査」の必要性が示される�

平成16年７月� 「 那覇空港の総合的な調査に係る�
　 情報提供及び意見収集のあり方」の策定�

●メディア　　　　●ホームページ�
●オープンハウス　●アンケート�

●メディア　　　　●ホームページ�
●オープンハウス　●アンケート�
●説明会　　　　　●パブリック・コメント�

●メディア　　　　●ホームページ�
●オープンハウス　●アンケート�
●説明会　　　　　●パブリック・コメント�
●シンポジウム　　●市民協議会�

●メディア　　　　●ホームページ�
●オープンハウス　●アンケート�
●説明会　　　　　●パブリック・コメント�
●シンポジウム　　●市民協議会�

現在の課題や役割、将来ある�
べき姿等について検討します。�

現在の施設・規模で将来需要�
に対応できるかどうかを検討�
します。�

将来的に、那覇空港をより良�
くするための方法や解決策に�
ついて検討します。�

PIの進め方や総合的な調査に�
ついて紹介します。�

ステップ１�

ステップ２�

ステップ３�

ステップ０�

計
画�

段
階�

対
策�

実
施�

平成17年度�
予定�

平成18年度�
以降�

PIの具体的な手法や�
スケジュールを示したものです。�

調査結果�
報告�

情報公開�
情報提供�

（県民のみなさま�
　をはじめとする�
　幅広い方々）�

フィード�
バック�

意見収集�

委嘱�
PI実施状況の�
評価、助言等�

（第三者機関）�

※事務局は沖縄県�

PIを実施していく�
中心的組織�

那覇空港調査連絡調整会議事務局（県交通政策室）
〒900-8570 沖縄県那覇市泉崎1-2-2
TEL.098-866-2045 FAX.098-866-2448
E-mail：aa015500@pref.okinawa.jp
http://www.pref.okinawa.jp/koutsuu/

kuukou-tyouseikaigi.htm

●お問い合わせ

総
合
的
な
調
査
は
、
那
覇
空
港
の
現
在

の
施
設
や
規
模
で
、
将
来
、
需
要
に
対
応

で
き
る
か
ど
う
か
検
討
を
行
い
、
現
在
の

空
港
能
力
を
見
極
め
た
上
で
滑
走
路
増
設

等
の
抜
本
的
な
能
力
向
上
方
策
に
つ
い

て
、
施
設
配
置
や
環
境
、
費
用
対
効
果
な

ど
多
角
的
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
那
覇
空
港
の
「
抱
え

る
課
題
」「
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
」
や
、

将
来
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
く
た
め
に
は
、

「
現
在
の
施
設
で
対
応
で
き
る
の
か
」「
よ

り
良
く
す
る
に
は
ど
う
い
う
方
法
を
用
い

た
ら
よ
い
の
か
」
等
に
つ
い
て
幅
広
く
調

査
し
、
そ
の
対
策
案
を
考
え
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ま
に

わ
か
り
や
す
い
情
報
を
提
供
し
て
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
「
Ｐ
Ｉ

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）」

を
導
入
し
ま
す
。

Ｐ
Ｉ
は
、
調
査
の
進
展
に
応
じ
て
三
つ

の
ス
テ
ッ
プ
に
分
け
て
実
施
し
、
段
階
的

に
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
、
那
覇
空
港
の
将

来
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

「
那
覇
空
港
の
総
合
的
な
調
査
」

っ
て
何
？

ＱＱ
ど
う
や
っ
て
調
査
は

進
め
ら
れ
る
の
？

Ｐ
Ｉ
の
方
法
と
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
の

ほ
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
ス
テ
ッ
プ
で
行
う
Ｐ
Ｉ
の

具
体
的
な
手
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
、「
Ｐ
Ｉ
実
施
計
画
」
を
作
成
中

で
す
。

平
成
十
七
年
度
に
は
同
計
画
に
基
づ

き
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
Ｐ
Ｉ
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
は
？

行
政
機
関
が
、
政
策
等
に
関
す
る

情
報
等
を
公
表
し
、
県
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
広
く
募
集
し
た
意
見
等
を
考

慮
し
て
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う

も
の
で
す
。

●
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
は
？

県
民
の
み
な
さ
ま
が
立
ち
寄
る
こ

と
の
で
き
る
公
共
施
設
の
ロ
ビ
ー
等

で
、
パ
ネ
ル
等
を
用
い
て
情
報
提
供

し
、
意
見
収
集
や
意
見
交
換
を
行
う

場
の
こ
と
で
す
。

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

有
識
者
な
ど
に
よ
る
講
演
や
数
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
の
対
話
を
通
じ
て

「
総
合
的
調
査
」
の
結
果
等
に
つ
い

て
、
県
民
の
み
な
さ
ま
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。「那覇空港の総合的な調査」 「那覇空港調査連絡調整会議」

に
情
報
を
提
供
し
た
り
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
は
、
同
会
議
が

行
う
み
な
さ
ま
へ
の
情
報
提
供
や
意
見
収

集
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
評
価
・

助
言
を
行
う
た
め
の
第
三
者
機
関
で
あ
る

Ｐ
Ｉ
評
価
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。

同
委
員
会
は
、
Ｐ
Ｉ
、
法
律
、
空
港
等

に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
持
つ
有
識
者
で

組
織
し
ま
す
。

係る情報提供及び意見収集～

「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」


